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(57)【要約】
【課題】待機電力を抑制しつつ、ユーザーの意向を優先
することが可能な複数冷媒系を有する空気調和システム
を得ること。
【解決手段】１つの室外機に冷媒配管により連結された
１つの室内機を具備する冷媒系統２Ａ～２Ｃを備え、冷
媒系統２Ａ～２Ｃを１つのリモコン７により制御する空
気調和システムであって、室内機４Ａは、室内機４Ａと
電源が連動する人感センサ８Ａを備え、空気調和システ
ムがオン状態であって人感センサ８Ａの検知情報が不在
であるときには室内機４Ａはリモコン７に不在信号を送
信し、不在信号を受信したリモコン７は、予め設定され
た不在停止中制御情報を含む不在停止中信号を室内機４
Ａに送信し、不在停止中信号を受信した室内機４Ａは、
不在停止中制御情報に基づいて制御される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの室外機に冷媒配管により連結された１つの室内機を具備する冷媒系統を複数備え
、該冷媒系統の複数を１つのリモコンにより制御する空気調和システムであって、
　前記室内機は、前記室内機と電源が連動する人感センサを備え、
　前記空気調和システムがオン状態であって前記人感センサの検知情報が不在であるとき
には前記室内機は前記リモコンに不在信号を送信し、
　前記不在信号を受信した前記リモコンは、予め設定された不在停止中制御情報を含む不
在停止中信号を前記室内機に送信し、
　前記不在停止中信号を受信した前記室内機は、前記不在停止中制御情報に基づいて制御
されることを特徴とする空気調和システム。
【請求項２】
　前記不在停止中制御情報には、予め設定された温度範囲の情報が含まれ、
　前記室内機にて検知する温度が前記温度範囲の下限であるときには前記温度範囲の下限
温度を維持し、
　前記室内機にて検知する温度が前記温度範囲の上限であるときには前記温度範囲の上限
温度を維持するように制御されることを特徴とする請求項１に記載の空気調和システム。
【請求項３】
　前記不在停止中制御情報には、予め設定された温度範囲の情報が含まれ、
　前記室内機にて検知する温度が下降し、且つ前記温度範囲を下回る直前に暖房運転を開
始して前記温度範囲の下限温度を維持し、
　前記室内機にて検知する温度が上昇し、且つ前記温度範囲を上回る直前に冷房運転を開
始して前記温度範囲の上限温度を維持することを特徴とする請求項１に記載の空気調和シ
ステム。
【請求項４】
　前記不在停止中制御情報には、予め設定された温度範囲の情報が含まれ、
　前記室内機にて検知する温度が前記温度範囲を下回ると暖房運転を開始して前記温度範
囲の下限温度を維持し、前記室内機にて検知する温度が前記温度範囲を上回ると冷房運転
を開始して前記温度範囲の上限温度を維持することを特徴とする請求項１に記載の空気調
和システム。
【請求項５】
　前記不在停止中制御情報には、不在停止中制御により動作を行う期間である不在停止中
制御継続時間も含まれ、
　前記不在停止中制御継続時間内においては前記不在停止中制御情報に基づいて制御され
、
　前記不在停止中制御継続時間経過後には、前記室内機はオフすることを特徴とする請求
項１から４のいずれか一項に記載の空気調和システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人感センサを搭載した空気調和システムにおいて、人が在室中であるかまたは不
在であるかを検知することで、不在時には空気調和機の運転を停止させ、空調対象空間全
体において省電力で運転させることが可能な空気調和システムが開発されている。このよ
うな人感センサを用いた空気調和システムでは、人が在室中であるかまたは不在であるか
に基づいて自動で空気調和システムの運転制御を行うことで、使用者にとって快適且つ効
率的なシステムとなっている。
【０００３】
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　従来の人感センサを搭載した複数冷媒系の空気調和システム、すなわち、１つの室内機
と１つの室外機とにより構成された冷媒系を複数具備し、これらを１つのリモコンで操作
する空気調和システムでは、人感センサによって人が在室中であるかまたは不在であるか
を検知して室内機を制御すると、不在時には一切動作しないため、室内機が停止状態であ
る程度の時間を経過すると、快適な温度範囲から逸脱してしまい、ユーザーが戻ってきた
ときに空調運転を再開しても、所望の温度になるまでに時間を要する。
【０００４】
　また、従来の人感センサによって人が在室中であるかまたは不在であるかを検知して室
内機を制御すると、空調対象空間にて人がほとんど動かない場合（就寝時等）、室内機が
停止状態となり、快適な温度範囲から大きく逸脱してしまうおそれがある。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、「各部屋の人間の在、不在を検出して、省エネルギーと快適
性を両立するように空調を自動制御する空調制御システムを提供することを課題として、
室外熱交換器１４と室内熱交換器１１との間に冷媒配管８が接続され、圧縮機１３にて冷
媒が循環される。室内熱交換器１１からの冷気または暖気は、室内送風機１２によってダ
クト６に送り出され、各被空調室１に調和された空気が導かれ空調する。制御部１５は、
空調条件スケジュールに従い、空調運転を行い、人感センサ１６および温度センサ１７か
らの信号を受け、室外機９、室内機５、室内送風ユニット７を制御し、空調オフに設定さ
れている時に、人感センサ１６が人間の在室を検出すると、空調条件スケジュールに優先
して、人間にとって快適な温度になるよう冷暖房する変更制御し、空調オンに設定されて
いる時に、人感センサ１６が人間の不在を検出すると、低負荷運転となるように変更制御
する」空調制御システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－６６４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の技術によれば、オフ状態における人感センサの検知結果が在
室中である場合には空気調和システムがオンし、オン状態において人感センサの検知結果
が不在である場合には低負荷運転を行う。そのため、オフ状態においても人感センサはオ
ン状態を維持することを要し、待機電力が生じ、また、オフ状態であるにも関わらず人感
センサの検知結果を優先して制御するため、人感センサの不具合発生時等にはユーザーの
意向に反した動作をしてしまい、利便性が低い、という問題があった。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、人感センサの検知結果に基づいて動作
する複数冷媒系を有する空気調和システムにおいて、待機電力を抑制しつつ、ユーザーの
意向を優先する空気調和システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、１つの室外機に冷媒配管に
より連結された１つの室内機を具備する冷媒系統を複数備え、該冷媒系統の複数を１つの
リモコンにより制御する空気調和システムであって、前記室内機は、前記室内機と電源が
連動する人感センサを備え、前記空気調和システムがオン状態であって前記人感センサの
検知情報が不在であるときには前記室内機は前記リモコンに不在信号を送信し、前記不在
信号を受信した前記リモコンは、予め設定された不在停止中制御情報を含む不在停止中信
号を前記室内機に送信し、前記不在停止中信号を受信した前記室内機は、前記不在停止中
制御情報に基づいて制御されることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明によれば、人感センサの検知結果に基づいて動作する複数冷媒系を有する空気調
和システムにおいて、待機電力を抑制しつつ、ユーザーの意向を優先する空気調和システ
ムを得ることができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施の形態にかかる空気調和システムの構成を示す図である。
【図２】図２は、実施の形態にかかる人感センサを用いた不在停止中の温度設定方法を説
明するためのリモコンの制御設定画面を示す図である。
【図３】図３は、実施の形態にかかる空気調和システムの動作中におけるリモコンと室内
機との間の信号の送受信を説明する図である。
【図４】図４は、実施の形態にかかる空気調和システムを適用した空間における空調対象
空間の温度の遷移を示す図である。
【図５】図５は、実施の形態にかかる空気調和システムにおいて、不在停止中の空間温度
維持制御の継続時間の設定を行うときのリモコンを示す図である。
【図６】図６は、実施の形態にかかる空気調和システムの不在停止中の空間温度を維持す
る制御の手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明にかかる空気調和システムの実施の形態を図面に基づいて詳細に説明す
る。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１３】
実施の形態．
　図１は、本発明の空気調和システムの実施の形態の構成を示す図である。図１に示す空
気調和システム１は、複数の冷媒系統２Ａ，２Ｂ，２Ｃで構成されている。冷媒系統２Ａ
では、室外機３Ａと室内機４Ａが通信線５Ａにより接続されており、冷媒系統２Ｂでは、
室外機３Ｂと室内機４Ｂが通信線５Ｂにより接続されており、冷媒系統２Ｃでは、室外機
３Ｃと室内機４Ｃが通信線５Ｃにより接続されている。
【００１４】
　なお、本明細書において、冷媒系統とは、１つの室内機と１つの室外機が冷媒配管で接
続された１セットのシステムをいう。本発明の空気調和システムは、このような冷媒系統
を複数備え、各冷媒系統内の冷媒配管は独立しているものとする。すなわち、室外機３Ａ
と室内機４Ａは冷媒配管により接続されており、室外機３Ｂと室内機４Ｂは冷媒配管によ
り接続されており、室外機３Ｃと室内機４Ｃは冷媒配管により接続されており、各冷媒配
管は他の冷媒配管からは独立している。
【００１５】
　室内機４Ａにはリモコン７が通信線６Ａにより接続されている。室内機４Ａと室内機４
Ｂは通信線６Ｂにより接続され、室内機４Ｂと室内機４Ｃは通信線６Ｃにより接続されて
いる。また、室内機４Ａには人感センサ８Ａが搭載され、室内機４Ｂには人感センサ８Ｂ
が搭載され、室内機４Ｃには人感センサ８Ｃが搭載されている。なお、室内機４Ａをこの
空気調和システム１における代表室内機とする。人感センサ８Ａ～８Ｃの検知情報を含む
制御情報は、通信線６Ａ～６Ｃを介して室内機４Ａ～４Ｃ及びリモコン７に送信される。
なお、図示していないが、室内機４Ａ～４Ｃには温度センサが設けられている。
【００１６】
　次に、空気調和システム１の動作について説明する。図２は、本発明の実施の形態にお
ける人感センサを用いた不在停止中の温度設定方法を説明するためのリモコン７の制御設
定画面を示す図である。なお、図２には、リモコン画面１０と操作パネル１１とを備える
リモコン７を示しているが、操作パネル１１を設けず、リモコン画面１０をタッチパネル
としてもよい。
【００１７】
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　図２では、ユーザーは、人感センサ制御設定画面において不在停止中制御設定を選択し
（図２（Ａ））、不在停止中制御設定画面において温度範囲設定を選択し（図２（Ｂ））
、温度範囲設定画面において冷媒アドレス「３」を選択し、冷媒アドレス「３」の温度範
囲を１５～２８℃に設定している（図２（Ｃ））。設定された情報は、リモコン７内のメ
モリに記憶される。ここで、冷媒アドレスとは冷媒系統２Ａ～２Ｃに割り当てられたもの
であり、冷媒系統２Ａの冷媒アドレスは「１」であり、冷媒系統２Ｂの冷媒アドレスは「
２」であり、冷媒系統２Ｃの冷媒アドレスは「３」である。
【００１８】
　図３は、本実施の形態における空気調和システム１の動作中におけるリモコンと室内機
との間の信号の送受信を説明する図である。図３では、冷媒系統２Ａの空調対象空間には
ユーザーが在室中であり、冷媒系統２Ｂの空調対象空間にはユーザーが在室中であり、冷
媒系統２Ｃの空調対象空間にはユーザーは不在である。このとき、室内機４Ａ，４Ｂから
リモコン７には人感センサ８Ａ，８Ｂの検知結果に基づいて「在室信号」が送信され、室
内機４Ｃからリモコン７には人感センサ８Ｃの検知結果に基づいて「不在信号」が送信さ
れる。そして、リモコン７から室内機４Ｃには「不在停止中信号」が送信されて室内機４
Ｃに対しては不在停止中制御が行われる。
【００１９】
　ここで、「不在停止中信号」とは、室内機４Ａ～４Ｃから送信される空調温度情報（空
調対象空間の温度情報と人感センサによる人が在室中であるかまたは不在であるかの情報
）に基づいて、リモコン７から室内機４Ａ～４Ｃに送信される信号であって、空調対象空
間の温度が、図２で設定した温度範囲内に収まっている場合には不在停止を継続させるた
めに送信され、図２で設定した温度範囲内に収まっていない場合には空調運転を行うため
に送信される制御信号をいう。すなわち、「不在停止中制御情報」を含む信号である。
【００２０】
　なお、人感センサ８Ａ～８Ｃとしては、赤外線センサを例示することができる。または
、赤外線センサと超音波センサを併用してもよい。人感センサ８Ａ～８Ｃは、例えば、所
定の期間（例えば５分間）、ユーザーが在室中であることを検知できない場合に不在であ
ると判断する構成とすればよい。
【００２１】
　本実施の形態の空気調和システムでは、空調対象空間の温度が設定した温度範囲から逸
脱しないように制御を行う。図４は、本実施の形態の空気調和システムを適用した空間に
おける空調対象空間の温度の遷移を示す図である。このように、空調対象空間の温度が設
定した温度範囲の下限に達した場合にはこの温度を維持し、空調対象空間の温度が設定し
た温度範囲の上限に達した場合にはこの温度を維持するように制御すればよい。または、
空調対象空間の温度が下降しており、温度範囲の範囲を下回ることを予測し、若しくは、
空調対象空間の温度が上昇しており、温度範囲の範囲を上回ることを予測して空調対象空
間の温度が温度範囲外となる直前に空調対象空間の温度制御を開始してもよい。
【００２２】
　すなわち、室内機にて検知する温度が設定した温度範囲の下限であるときには温度範囲
の下限温度を維持し、室内機にて検知する温度が設定した温度範囲の上限であるときに設
定した温度範囲の上限温度を維持するように室内機が制御されるとよい。
【００２３】
　または、室内機にて検知する温度が下降し、且つ設定した温度範囲を下回る直前に暖房
運転を開始して設定した温度範囲の下限温度を維持し、室内機にて検知する温度が上昇し
、且つ設定した温度範囲を上回る直前に冷房運転を開始して設定した温度範囲の上限温度
を維持するように室内機が制御されてもよい。
【００２４】
　上記のように制御することによって、空調対象空間の温度は設定した温度範囲内に収ま
ることになるが、本発明はこれに限定されず、空調対象空間の温度が設定した温度範囲外
となったことを検知した後に室内機の制御を開始してもよい。すなわち、室内機にて検知
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する温度が温度範囲を下回ると暖房運転を開始して温度範囲の下限温度を維持し、室内機
にて検知する温度が温度範囲を上回ると冷房運転を開始して温度範囲の上限温度を維持す
るように室内機が制御されてもよい。
【００２５】
　このように空気調和システム１の制御を行うことで、消費電力を抑えつつ、不在中に空
調対象空間の温度が空気調和システム１の運転時の温度から逸脱してしまうことを防止す
ることができる。
【００２６】
　図５は、本実施の形態の空気調和システムにおいて、不在停止中の空間温度維持制御の
継続時間の設定時のリモコン７を示す図である。
【００２７】
　図５では、人感センサ制御設定画面において「不在停止中制御設定」を選択し（図５（
Ａ））、不在停止中制御設定画面において「温度維持制御時間設定」を選択し（図５（Ｂ
））、温度維持制御時間設定画面において冷媒アドレス「３」を選択し、冷媒アドレス「
３」の制御の継続時間を設定する画面を表示している（図５（Ｃ））。このように温度維
持制御時間を設定することで、設定した時間までは空調対象空間内の温度を設定した温度
範囲内に維持し、設定時間以上経過した場合には空調をオフにする制御を行う。なお、継
続時間が設定されていない場合には、空間温度を維持する制御が時間の制限なく継続され
る設定とすればよい。
【００２８】
　図６は、本実施の形態の空気調和システムの不在停止中の空間温度を維持する制御の手
順を示すフローチャートである。なお、ここでは、冷媒系統２Ｃについて説明する。まず
、不在停止中に処理をスタートし（ステップＳ１１）、設定された不在停止制御継続時間
内であるか否かをリモコン７で判定する（ステップＳ１２）。
【００２９】
　ステップＳ１２の判定の結果、現在がリモコン７で設定された不在停止制御継続時間外
である場合（ステップＳ１２の判定結果がＮｏである場合）には、リモコン７は室内機４
Ｃに対してオフする信号を送信する（ステップＳ１６）。
【００３０】
　ステップＳ１２の判定の結果、現在がリモコン７で設定された不在停止制御継続時間内
である場合（ステップＳ１２の判定結果がＹｅｓである場合）には、室内機４Ｃにて検知
した空間温度がリモコン７に送信され、不在停止中制御設定における設定温度範囲内であ
るか否かをリモコン７で判定する（ステップＳ１３）。
【００３１】
　ステップＳ１３の判定の結果、室内機４Ｃが検知する空間温度が、リモコン７で設定さ
れた不在停止中制御設定で設定された温度範囲内ではない場合（ステップＳ１３の判定結
果がＮｏである場合）には、室内機４Ｃにて検知する空間温度が温度範囲内となるように
、リモコン７から室内機４Ｃにオンさせる信号（運転信号）を送信し（ステップＳ１５）
、ステップＳ１２に戻り、現在が設定された不在停止制御継続時間内であるか否かをリモ
コン７で再度判定する（ステップＳ１２）。
【００３２】
　ステップＳ１３の判定の結果、室内機４Ｃが検知する空間温度が、リモコン７で設定さ
れた不在停止中制御設定で設定された温度範囲内である場合（ステップＳ１３の判定結果
がＹｅｓである場合）には、不在停止信号をリモコン７から室内機４Ｃに送信し（ステッ
プＳ１４）、ステップＳ１２に戻り、現在が設定された不在停止制御継続時間内であるか
否かをリモコン７で再度判定する（ステップＳ１２）。なお、不在停止信号が送信された
室内機４Ｃは、図４に示すように、設定した温度範囲内に収まるように制御される。
【００３３】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、複数冷媒系を有する空気調和システムに
おいて、室内機が不在停止中においても人感センサによって冷媒系統毎に空間温度を快適
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な温度で維持することができる。
【００３４】
　さらには、本実施の形態によれば、以下に説明するように、待機電力を抑制しつつ、ユ
ーザーの意向を優先する空気調和システムを得ることができる。
【００３５】
　表１は、空調設定と人感センサの検知情報に応じた空気調和システムの動作を示す。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　表１に示すように、空気調和システムをオンした状態で、ユーザーが空調対象エリアに
在室中であることを人感センサが検知すると、空気調和システムはリモコン操作に応じた
空調運転を行う。空気調和システムをオンした状態で、ユーザーが空調対象エリアに不在
であることを人感センサが検知する（すなわち、ユーザーが空調対象エリアに在室中であ
ることを人感センサが検知しない）と、空気調和システムは上記説明したように、予め設
定された不在停止中制御に応じて空調運転を行う。空気調和システムをオフした状態では
人感センサもオフしているため、人感センサの検知情報にかかわらず、オフした状態が維
持される。ここで、不在停止中の運転は、図４を参照して説明したように、設定した温度
範囲を維持するために低負荷で行う、消費電力が抑制された運転である。
【００３８】
　従来の空気調和システムでは、オン状態且つユーザーの不在時に低負荷運転を行い、ユ
ーザーの在室時には空気調和システムのオンオフにかかわらず、同じ設定で空調運転を行
っていた。このような空気調和システムでは、室内機がオフ状態であっても人感センサは
オン状態を維持しており、待機電力を抑制することが難しい。また、このような空気調和
システムでは、オフ状態であるにもかかわらず人感センサの検知結果を優先して制御する
ため、人感センサの不具合発生時等にはオフ状態を設定したユーザーの意向に反した動作
をしてしまい、利便性が低い、という問題があった。
【００３９】
　そこで、本実施の形態にて説明したように、１つの室外機に冷媒配管により連結された
１つの室内機を具備する冷媒系統を複数備え、該冷媒系統の複数を１つのリモコンにより
制御する空気調和システムであって、前記室内機は、前記室内機と電源が連動する人感セ
ンサを備え、前記空気調和システムがオン状態であって前記人感センサの検知情報が不在
であるときには前記室内機は前記リモコンに不在信号を送信し、前記不在信号を受信した
前記リモコンは、予め設定された不在停止中制御情報を含む不在停止中信号を前記室内機
に送信し、前記不在停止中信号を受信した前記室内機は、前記不在停止中制御情報に基づ
いて制御されることを特徴とする空気調和システムによれば、待機電力を抑制しつつ、ユ
ーザーの意向を優先する空気調和システムを得ることができる。なお、室内機と電源が連
動する人感センサでは、室内機がオンすると人感センサもオンし、室内機がオフすると人
感センサもオフする。
【００４０】
　なお、本実施の形態によれば、空調対象空間にて人がほとんど動かない場合（就寝時等
）であっても、空気調和システムをオンしておくことで、人感センサにより不在として検
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知されても、空調対象空間内の温度を設定温度範囲内に維持することができる。
【００４１】
　また、本実施の形態のように複数の冷媒系統のそれぞれが独立していると、他の冷媒系
統の動作からの影響を受けず、各冷媒系統を独立して制御することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　以上のように、本発明にかかる空気調和システムは、複数の居室を備える建造物に設置
する空気調和システムに有用である。特に、夏期または冬期に極端に温度が上がり、また
は極端に温度が下がる地域に設置される場合に特に有用である。
【符号の説明】
【００４３】
　１　空気調和システム、２Ａ～２Ｃ　冷媒系統、３Ａ～３Ｃ　室外機、４Ａ～４Ｃ　室
内機、５Ａ～５Ｃ，６Ａ～６Ｃ　通信線、７　リモコン、８Ａ～８Ｃ　人感センサ、１０
　リモコン画面、１１　操作パネル、Ｓ１１～Ｓ１７　ステップ。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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